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【平成２８年度一般会計決算状況】 
１ 総 括 

平成２８年度予算は、埼玉県後期高齢者医療広域連合の運営、管理に必要な各経費を主に計上しており、一般会計歳入歳出予算額は最

終的に１５億５，１２２万８千円となりました。 
また、一般会計歳入歳出決算額は歳入が１５億５，０５１万４千円であったのに対し、歳出は１５億１，２０２万６千円であり、歳入

歳出差引額は３，８４８万８千円となっております。平成２８年度は、翌年度に繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額等は

ありませんので、実質収支額も同額となります。 
２ 歳 入 

構成市町村からの共通経費負担金が１５億１，５０６万３千円で、歳入全体の９７．７１％、前年度繰越金が３，４５６万２千円で同 
２．２３％、その他の収入額が８８万９千円で同０．０６％となっております。 
 

 
 

単位：千円 

※ その他の内訳  特別調整交付金   ３１０千円 

預金利子      ３９４千円 

雑入        １８５千円 
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３ 歳 出 

 目的別では、民生費が１１億９，５４１万２千円で、歳出全体の７９．０６％、総務費が３億１，５９２万５千円で同２０．８９％、議会

費が６８万９千円で歳出全体の０．０５％となっております。 
性質別では、繰出金が１１億９，５４１万２千円で、歳出全体の７９．０６％、補助費等が２億５，４４２万６千円で同１６．８３％、物

件費が３，６４６万８千円で同２．４１％、人件費が２，５７２万円で歳出全体の１．７０％となっております。 
 
 

 

 

歳出の目的別内容 

議会費 １１月と２月に定例会、計２回の議会を開催し、 
広域連合の条例、予算案等を審議しました。 

総務費  広域連合の運営や事務処理を円滑に執行しました。 
民生費  後期高齢者医療制度事業に係る事務経費を特別会計 

に繰出しました。  
 

                         
 
 
 
歳出の性質別内容 
人件費  議員報酬、非常勤職員報酬及び各種審議会等の委員 

報酬 
物件費  各種の委託契約に係る経費や物品の購入費用等 
補助費等 職員の派遣元自治体に支出している負担金や各種団 

体への負担金  
繰出金  一般会計から特別会計への繰出金 

 

単位：千円 

単位：千円 
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【一 般 会 計】 
主 要 施 策 の 成 果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－4－



議会費

細節 金額(千円）

総務課

01 報酬 議員報酬 180

09 旅費 費用弁償 6

消耗品費 0

食糧費 5

13 委託料 会議録作成委託料 311

議会会場使用料 183

事務機器賃借料 5

計 690

総務費

細節 金額(千円）

総務課

08 報償費 高齢者医療懇話会報償金 191

11 需用費 食糧費 3

通信運搬費 11

高齢者医療懇話会保険料 2

13 委託料 会議録作成委託料 73

14
使用料及び
賃借料

会議室使用料 11

計 291

総務課

01 報酬 非常勤職員報酬 21,826

04 共済費 社会保険料 3,599

13 委託料 健康診断委託料 74

計 25,499

総務課

13 委託料 財政分析委託料 681

計 681

総務課

19
負担金、補助
及び交付金

事務局職員給与等負担金 254,124
事務局職員33名の給与等相当分に係る負担金を支払った。

計 254,124

役務費

懇話会を2回開催し、第３次広域計画の策定など、後期高齢者医療制度の円滑かつ
適正な運営について、広く関係者の意見を聴いた。

事務局職員給与等負担金

予算現額：275,820千円

財政状況分析、財務諸表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資
金収支計算書）の作成を行った。

財政分析事業

予算現額：702千円

非常勤嘱託員雇用事業

予算現額：28,077千円

11 需用費

節

定例会を２回開催し、１２議案の審議、審査を行った。

執 行 額
事 業 の 概 要

14
使用料及び
賃借料

広域連合議会運営事業

予算現額：1,444千円

レセプト審査点検員４名、データ入力及び文書作成等の一般事務補助員7名の嘱託
員を雇用した。

後期高齢者医療懇話会開催事業

予算現額：629千円
12

課名・事業名

【一般会計】主要施策の成果

事 業 の 概 要
執 行 額

節

課名・事業名
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平成２８年度後期高齢者医療事業特別会計決算状況 
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【平成２８年度後期高齢者医療事業特別会計決算状況】 
１ 総 括 

 平成２８年度予算は、医療給付費等に係る予算を中心に計上しており、特別会計歳入歳出予算額は最終的に６，５０３億２，０７７万８千円

となりました。 
また、特別会計歳入歳出決算額は歳入が６，５３６億７，６６２万円であったのに対し、歳出は６，３８７億２，２５１万５千円であり、歳

入歳出差引額は１４９億５，４１０万５千円となっております。平成２８年度は、翌年度に繰り越すべき継続費逓次繰越額や繰越明許費繰越額

等はありませんので、実質収支額も同額となります。 

２ 歳 入 

 支払基金交付金が２，５９８億２，１９３万５千円で、歳入全体の３９．７５％、国庫支出金が２，０２５億６８０万６千円で同３０．９８％、

市町村支出金が１，１７７億５，９４２万９千円で同１８．０１％、県支出金が５１５億８２８万８千円で同７．８８％、前年度繰越金が１７

２億４，１８２万４千円で同２．６４％、繰入金が３９億３，９４４万８千円で同０．６０％、その他が８億９，８８９万円で同０．１４％と

なっております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 

※その他の内訳  特別高額医療費共同事業交付金  231,868 千円 
諸収入                      666,880 千円 
財産収入                         142 千円 

単位：千円 
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３ 歳 出 

 保険給付費が６，１７３億３，５８７万６千円で歳出全体の９６．６６％を占めており、諸支出金が１２３億４，６５７万９千円で同１．９

３％、基金積立金が５３億５４６万４千円で同０．８３％、保健事業費が２３億１，９７８万８千円で同０．３６％、総務費が１２億２，３６

７万８千円で同０．１９％、その他が１億９，１１３万１千円で同０．０３％となっております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  
 

  
                                         

単位：千円 

※その他の内訳  特別高額医療費共同事業拠出金 191,131 千円 
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【後期高齢者医療事業特別会計】 
主 要 施 策 の 成 果 
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総務費  

細節 金額(千円）

総務課

13 委託料
電算処理システム機器保
守管理等委託料

196,791

14
使用料及び
賃借料

広域連合システム機器等
賃借料

128,762

計 325,553

保険料課

11 需用費 印刷製本費 8,033

計 8,033

保険料課

13 委託料
被保険者証作成等業務委
託料

57,840

計 57,840

給付課

13 委託料
電算処理システム運用業
務委託料

186,650

計 186,650

給付課

13 委託料 レセプト点検委託料 81,740

計 81,740

給付課

13 委託料
医療費通知作成業務委託
料

88,973

計 88,973

給付課

13 委託料 損害賠償求償事務委託料 14,047

計 14,047

給付課

13 委託料
ジェネリック医薬品利用
差額通知業務委料

18,455

計 18,455

ジェネリック医薬品利用差額通
知業務委託事業

予算現額：19,681千円

医療給付費の適正化を図るため、ジェネリック医薬品利用差額通知の作成及び発送
等の業務を委託した。
（1回送付　計108,153通）

【後期高齢者医療事業特別会計】主要施策の成果

節

損害賠償求償事務委託事業

予算現額：15,960千円

交通事故等の第三者行為に係る医療費を請求するため、損害賠償求償事務を委託し
た。
件数割（538件 × @1,600円）　求償割額（527,438,603円 × 2.5%）

印刷製本事業

予算現額：9,823千円

電算機器運用・維持管理事業

予算現額：325,707千円

事 業 の 概 要
執 行 額

被保険者証作成等業務委託事業

予算現額：60,877千円

年次一斉更新のための被保険者証の作成及び封入・封かんとあわせ、市町村が使用
する年齢到達者用の被保険者証を作成した。
一斉更新用被保険者証（79.9万部）、年齢到達者用被保険者証（24.5万部）

後期高齢者医療電算処理システム（標準システム）の機器類（サーバ・端末・プリ
ンタ等）の機器調達・保守・運用管理業務を行った。

課名・事業名

後期高齢者医療制度の広報・周知用印刷物を作成した。
被保険者証交付時用ミニガイド（98万部）、保険料納付通知書送付時用ミニガイド
（103.7万部）、制度説明用パンフレット（1.7万部）、障害認定申請者説明用ミニ
ガイド（1.3万部）、被保険者証更新周知用ポスター（1.1万枚）

レセプト点検委託事業

予算現額：81,908千円

医療給付費の適正化を図るため、診療報酬明細書等（レセプト）の内容点検業務を
委託した。

後期高齢者医療に関する医療費
通知作成業務委託事業

予算現額：94,446千円

適正受診の促進及び医療機関からの不正請求防止のため、医療費通知の作成等の業
務を委託した。
（3回送付　計2,657,494通）

後期高齢者医療に関する電算処
理システム運用業務委託事業

予算現額：197,083千円

広域連合の電算処理システムの円滑な運用を図るため、資格管理業務、賦課業務、
収納業務、給付業務に係る運用業務を委託した。

－10－



保険給付費 　

細節 金額(千円）

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

療養給付費等 605,636,471

計 605,636,471

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

訪問看護療養費 2,116,670

計 2,116,670

給付課

13 委託料 審査支払委託料 1,362,019

計 1,362,019

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

高額療養費 5,608,946

計 5,608,946

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

高額介護合算療養費 556,141

計 556,141

給付課

19
負担金、補助
及び交付金

葬祭費 2,055,450

計 2,055,450

保健事業費 　

細節 金額(千円）

給付課

13 委託料
健康診査委託料
歯科健康診査委託料

1,956,233

計 1,956,233

執 行 額
事 業 の 概 要

健康診査委託事業
　
予算現額：2,157,841千円

被保険者の健康保持・増進のため、各市町村への業務委託により健康診査を実施し
た。（受診者数：247,688人　　受診率：33.7％）
また、埼玉県歯科医師会への業務委託により、前年度75歳年齢到達者を対象に歯科
健康診査を実施した。（受診者数：6,651人　受診率：9.4％）

訪問看護療養費支払事業

予算現額：2,215,724千円

被保険者が安心して訪問看護を受け続けるため、被保険者が居宅において、訪問看
護ステーションの看護師等から訪問看護を受けた場合の訪問看護療養費を支払っ
た。

高額療養費支給事業

予算現額：5,656,192千円

被保険者の負担軽減のため、１か月間に支払った一部負担金の合計が自己負担限度
額を超えた場合、申請により自己負担限度額を超えた金額を高額療養費として支給
した。

審査支払事務委託事業

予算現額：1,362,019千円

高額介護合算療養費支給事業

予算現額：585,659千円

適正な医療費を支払うために、保険医療機関等から請求のあった診療報酬明細書等
（レセプト）について請求内容の審査事務及び診療報酬等支払事務を委託した。
（審査支払手数料 23,592,992件×@57円
　レセプトオンライン請求システム手数料  22,957,383件×@0.75 円）

被保険者の負担軽減のため、１年間（８月１日～翌年７月３１日）に支払った医療
保険と介護保険の自己負担額を合算し、限度額を超えた場合、申請により限度額を
超えた金額を高額介護合算療養費として支給した。

療養給付等支払事業

予算現額：616,672,408千円

被保険者が安心して医療を受け続けるため、審査を経た保険医療機関等からの診療
報酬明細書等（レセプト）に基づき、診療報酬等を支払った。

課名・事業名

課名・事業名
執 行 額

事 業 の 概 要
節

葬祭費支給事業

予算現額：2,109,550千円

葬祭費用を補助するため、被保険者が死亡した場合、申請により葬祭執行者に対し
て葬祭費を支給した。（葬祭費41,109件×@50,000円）

節
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〈 参 考 資 料 〉 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

人　口 (人) 7,273,668 7,280,490 7,282,510 7,284,298 7,284,648 7,286,719 7,288,081 7,290,847 7,292,051 7,291,207 7,290,543 7,289,701

被保険者数 (人) 771,288 774,032 777,088 781,096 785,368 789,300 793,235 797,472 800,288 807,110 811,629 815,959

人口に占める
被保険者の
割合 (％)

10.60 10.63 10.67 10.72 10.78 10.83 10.88 10.94 10.97 11.07 11.13 11.19

注：人口は、埼玉県推計人口（毎月１日現在）による。
　　被保険者数は、広域連合の事業状況報告書Ａ表（毎月月末現在）による。

平成２８年 平成２９年
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人口 埼玉県の人口と被保険者数の推移

人 口 (人)

被保険者数 (人)

10.30

10.40

10.50

10.60

10.70

10.80

10.90

11.00

11.10

11.20

11.30

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

％ 人口に占める被保険者の割合
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○医療給付費の支給状況 

件数：２４，８８２，９１５件(レセプト件数・支給件数)  総額：６１３，９１８，４０７，３２５円  一人当たりの給付費：７７９，０９８円 

○高額療養費の支給状況（再掲） 

  件数：９２１，７９７件  総額：５，６０８，９４６，３０１円（1件当たり：約６，０８５円） 

○高額介護合算療養費の支給状況（再掲） 

  件数：４０，９４６件   総額：５５６，１４０，５６８円（1件当たり：約１３，５８２円） 

○移送費の支給状況（再掲） 

  件数：３件  総額：１７８，８１０円（１件当たり：５９，６０３円） 

○葬祭費の支給状況 

件数：４１，１０９件  総額：２，０５５，４５０，０００円 

○保健事業の実施状況 

健康診査受診者数：２４７，６８８人  受診率：３３．７％ 

歯科健康診査受診者数：６，６５１人  受診率： ９．４％ 

 

<参考>市町村における保険料収納状況 

 

 

 

 

 

 

 

※ 収納額により算出 後期高齢者医療事業状況報告書(事業年報)B表(1)から 

 

現年度分 

 割合※ 調定額（円） 収納額（円） 収納率 

特別徴収 57.0% 33,160,874,690 33,160,874,690 100.00% 

普通徴収 43.0% 25,398,879,750 24,973,275,689 98.32% 

計 100.0% 58,559,754,440 58,134,150,379 99.27% 

滞納繰越分  779,798,343 253,680,212 32.53% 

合  計  59,339,552,783 58,387,830,591 98.40% 

<参考>低所得者への軽減状況      

  軽減判定所得区分(世帯) 被保険者数(人) 軽減額(円) 

均等割 9 割軽減 33 万円以下で､世帯の被保険者全員が年金収入８０万円以下かつその他の各種所得がない 155,531 5,889,958,970 

均等割 7(8.5)割軽減 33 万円以下 119,499 4,273,284,240 

均等割 5割軽減 33 万円＋(26×被保険者数）万円 以下 65,038 1,368,399,520 

均等割 2割軽減 33 万円＋(47×被保険者数）万円 以下 81,040 682,356,800 

均等割 5(9)割軽減(被扶養) 制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった者 67,123 2,541,948,010 

所得割 5割軽減 旧ただし書所得 58 万円以下 80,338 977,098,240 

(  )内は実際の軽減割合   出納閉鎖直前の賦課状況(月次調定集計表)から  Ｈ２８現年度分のみ 
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○後期高齢者医療費等に係る決算状況 
特別会計決算の中で、後期高齢者医療制度の事務執行に係る経費を除いた療養の給付費等に要する費用や保険料を財源として執行した事業費

等の決算状況（後期高齢者医療費等に係る決算状況）を別にとりまとめました。 
 
医療費等に係る歳入については、全体で６，５２４億８７０万５千円となっており、その内訳は支払基金交付金（現役世代からの支援金）が

２，５９８億２，１９３万５千円で医療費に係る歳入全体の３９．８３％、国庫負担金（高額医療費負担金含む）が１，５４６億８，１８３万

円で同２３．７１％、保険料負担金（市町村で徴収した保険料）が５８１億５０９万２千円で同８．９１％、市町村からの療養給付費負担金が

４８７億４，８５４万５千円で同７．４７％、埼玉県からの療養給付費負担金（高額医療費負担金含む）が５１５億８２８万８千円で同７．９

０％、国からの調整交付金が４３９億３，２５７万５千円で同６．７３％、前年度繰越金が１７１億８，１０５万２千円で同２．６３％、保険

基盤安定負担金が１０９億５７９万１千円で同１．６７％、保険料減額措置等に係る保険料補てん分の交付金が３６億４，３４４万２千円で同

０．５６％、保険給付費支払基金の取崩し額が２７億４，４０３万６千円で同０．４２％、健康診査事業に係る補助金が１億７，８０９万２千

円で同０．０３％、その他が９億５，８０２万７千円で同０．１４％となっております。 
 
医療費等に係る歳出については、全体で６，３７４億９，８８３万７千円となっており、その内訳は療養給付費（訪問看護費、高額療養費な

ど含む）が６，１３９億１，８４０万７千円で医療費に係る歳出全体の９６．３０％、償還金が１２２億４，２７８万８千円で同１．９２％、

基金積立金（保険給付費支払基金）が５３億５４６万４千円で同０．８３％、葬祭費が２０億５，５４５万円で同０．３２％、健康診査事業に

要する費用（健康相談訪問指導に要する経費を含む）が１９億６，１９３万７千円で同０．３１％、審査支払手数料が１３億６，２０１万９千

円で同０．２１％、長寿・健康増進事業に要する経費が３億５，７８５万１千円で同０．０６％、その他が２億９，４９２万１千円で同０．０

５％となっています。 
 
 なお、これらについて図に表したものが次ページ「平成２８年度 埼玉県後期高齢者医療費等に係る歳入歳出決算の概要」であります。 
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①歳入（後期高齢者医療費等に係る収入）　 億円
(F) 繰越金
172 億円 2.6%

(A) 国庫負担金 (B) 調整交付金(C) 県負担金 (E) 支払基金交付金　(現役世代からの支援金)

109 億円 1.7%
1,546 億円 439 億円 515 億円 487 億円 2,598 億円 億円

(H) 保険料軽減補填
37 億円 0.6%

(I ) 健診事業補助金
2 億円 0.0%

実績見込 実績見込 実績見込 実績見込 実績見込 (J) 第三者納付金等
1,462 億円 439 億円 508 億円 478 億円 2,589 億円 10 億円 0.2%

27 億円 0.4%

 

②歳出　（後期高齢者医療等に係る支出）　 億円 (N) 償還金

122 億円 1.9%

(M) 療養の給付等に要する費用 53 億円 0.8%
　（療養給付費・訪問看護費・高額療養費・高額介護合算療養費など）

保険料充当分 4 億円 0.1%
6,139 億円 億円

(Q) 審査支払手数料等
14 億円 0.2%

保険料充当分 (R) 葬祭費
億円 21 億円 0.3%

(S) 健康診査事業費

③決算剰余金 20 億円 0.3%

歳入（ 億円） － 歳出（ 149 億円 (Ｔ) その他
3 億円 0.0%

決　　算　　額 　実 績 見 込 額 返還予定額
国庫負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
県負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
市町村負担金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
支払基金交付金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
健診事業補助金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
調整交付金精算 億円 － 億円 ＝ 億円
円滑運営臨時特例交付金 億円 － 億円 ＝ 億円

億円

④保険給付費支払基金積戻額
　 ◎決算剰余金（ 149 億円） － 返還　・　追加予定差引合計額（ 110 億円） 　＝ 39 億円 （歳出に対して 0.6%) ※金額は億円単位としているため、

　 実際の決算額とは一致しません。

(K) 保険給付費支払基金繰入金

億円

10,141,627,638 & 3,193,973,051

36 36 0 0
計 111 1 億円

2 2 0 0 億円
439 439 0 0 億円

2,598 2,589 9 0 億円
487 478 10 1 億円

億円
515 508 8 0 億円

6,524 6,375 億円）＝

追加予定額
1,546 1,462 84 0

52

対象額の３/１２ 対象額の１/１２ 対象額の１/１２ 対象額の４/１０、現役並み被保険者分

6,375

(O) 保険給付費支払基金積立金

(P) 長寿・健康増進事業費等

529
96.3%

(高額医療費負担金含む) (国庫） (高額医療費負担金含む) 　　　負担金 　　　負担金

6,524

(D) 市町村 (L) 保険料 (G) 保険基盤安定負担金等

581 (県3/4 市町村1/4)
23.7% 6.7% 7.9% 7.5% 39.8% 8.9%

平成２８年度 埼玉県後期高齢者医療費等に係る歳入歳出決算の概要
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